
ＮＰＯ等による復興支援事業（一般枠）一覧
資料№４－３

１　一次募集

番号 事業名 協議体名
主なＮＰＯ法

人等
市町村
（県）

事業概要（申請書様式第２号から移記）
※一部、事務局で修正していること

交付決定額
（千円）

1
たのはたココロのうた
ふるさとを想う音楽祭
2016

特定非営利活
動法人　東北
岩手応援チャ
ンネル

田野畑村

平成27年度に行った「村の愛唱歌保存及び音楽会（お
披露目会）の開催」が、村民にとって「心の復興」に
結び付いた。田野畑村から更なる継続的開催の依頼を
受け平成28年度も事業展開を計画。廃校になった旧小
学校校歌等愛唱歌の保存、披露を進めていく。

800

2

いわてアートプロジェク
ト2016「中川直人　希望
1000人のポートレイト
展」と被災者へのポート
レイト返却事業

特定非営利活
動法人　岩手
未来機構

盛岡市

◆展覧会事業：中川直人　希望1000人のポートレイト
展
　ＮＹ在住の画家ナオト・ナカガワが３年を費やし完
成させ、被災地に生きる1000人の人々のポートレイト
の中から、震災で大きな活躍をした自衛官65名余りの
肖像画を展示する。
◆ポートレイト返却事業
　中川直人氏は震災直後に岩手県沿岸地域を訪れ、避
難所で被災者の顔を描き続け、その作品を機構からモ
デルに返却することを行ってきたが、震災後5年が経
過し居所が判らなくなるなどして返却できていないも
のが76点ほどあるため、展覧会中に周知を行い、一日
も早くモデルご本人に返却する。

800

3
「北限のゆず」による復
興の街づくりプロジェク
ト2016

北限のゆず研
究会

陸前高田市

これまで利用されてこなかった自生の「ゆず」の商品
化に取組んだことに端を発し、その価値を地域で共
有・共感させ、県内外に発信していくことにより、
「自生花木」から「栽培果樹」、「特産果樹」の生産
振興へと展開していくことを目指す。
　さらに、食品企業と連携しながら特産品化を進める
とともに、ゆずの香り薫る陸前高田市を夢見て、地域
の宝「北限のゆず」が復興のシンボルへと発展するこ
とを目指す。

675

4

地域内外の協働による地
域固有の馬文化の再生と
ホースセラピーによる心
とからだのケア

一般社団法人
三陸駒舎

釜石市

地域内外の多様な担い手が協働し、地域に根差した馬
と共生した暮らしを再生する。その暮らしを活かした
様々な体験プログラムを実施し、多様な担い手が繋が
る機会を確保する。
仮設団地や復興公営住宅等でホースセラピーのプログ
ラムの実施や普及、研修を通して、心と体のケアの推
進と多様な支援に関わる人々のゆるやかなネットワー
クを形成する

800

5
協働による持続可能な新
しい中間支援事業構築

特定非営利活
動法人　みや
こラボ

宮古市

民間企業（㈱かけあしの会）との協働でのコミュニ
ティカフェ運営と並行し、地域づくり支援窓口「みや
こNPOサポートルーム」の相談、勉強会、ネットワー
ク会議等各種事業を行う。また、相互の資源の活用を
協議し、「地域交流の場と地域づくりを支える窓口」
を持続可能とするために協働での仕組みづくり（ソー
シャルビジネス）を行う。

800

6 いわて山葡萄テロワール
岩手の食材で
毎日キュジー
ヌマンスール

田野畑村

岩手県の日本最古の地質と古くから自生していた良質
の山葡萄は唯一無二の奇跡的な食材。その健康的な価
値は昨年までの活動で明らかにしてきた（別添パンフ
レット）。岩手の大地と山葡萄の品質、そのテロワー
ルをメッセージに、沿岸北部の観光と食の再創造を田
野畑村を中心に行うもの。

800

7
カシオペア発被災地いき
いき交流事業

ダブルカシオ
ペア

特定非営利活
動法人　カシ
オペア連邦地
域づくりサ
ポーターズ

二戸地域で活動する地域づくり団体が、岩手県内の被
災地（大船渡市、釜石市、陸前高田市、宮古市、田野
畑村、普代村、野田村、久慈市他）に赴き、それぞれ
の団体の活動を生かして交流や支援を行うためのサ
ポート、コーディネートを行う。それにより被災地に
人々を元気づけることができ、また参加団体にも更な
る生きがいを持たせることができる。
その活動を、地元FMに取材してもらい、番組制作を
行って広く紹介する。また、被災地のFM局とも連携し
て広報活動に努め、被災地の活性化や復興支援に寄与
する。

790

8
被災地域の課題解決向け
た実践型インターンシッ
プコーディネート事業

特定非営利活
動法人　Ｗｉ
ｚ

大船渡市

被災からの復興、地域の課題解決に取り組む被災地の
企業・団体に対し、地方に関心を持つ全国の若者（主
に大学生）をコーディネートすることで、課題解決に
向けた新事業を立ち上げや既存事業推進の障壁となる
担い手不足を補い、加速化を図る。また、県内外大
学・行政と周知・普及面で連携し、参加学生の拡大及
び地域への波及を促進する。

800

6,265合　計　８件



ＮＰＯ等による復興支援事業（一般枠）一覧
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２　冬季活動支援

協議体名
主なＮＰＯ法

人等
市町村
（県）

1
県北地区復興支援ＮＰＯ
なんでも相談会

特定非営利活
動法人シニア
パワーいわて

岩手県北広
域振興局

　沿岸広域振興局管内のＮＰＯ法人と同様、震災地域
である久慈市、洋野等、野田村を所管する県北広域振
興局管内のＮＰＯ団体等を対象に、総務・労務・会計
等の解決等に、側面から支援するために実施するも
の。

592

2

矢巾町、盛岡市、滝沢市
内企業の課題解決に向け
た実践型インターンシッ
プコーディネート事業

特定非営利活
動法人　Ｗｉ
ｚ

矢巾町

　地域の課題解決に取り組む企業・団体に対し、地方
に関心を持つ全国の若者（主に大学生）をコーディ
ネートすることで、課題解決に向けた新規事業の立ち
上げや既存事業推進の障壁となる担い手不足を補い、
加速化を図る。
　また、県内外大学・行政と周知・普及面で連携し、
参加学生の拡大及び地域への波及を促進する。

800

3
うのすいまいこどもまち
づくりプロジェクト

鵜住居地区復
興まちづくり
協議会

釜石市

　東日本大震災津波において甚大な被害を受けた釜石
市鵜住居地区において、子ども達の居場所となるため
に、広場遊び場の使い方と維持管理の方法を地域住民
で検討し、自主管理の方針を策定する。

800

4
「蓬莱の郷」ほっこりカ
フェオープン事業

Ｈ28レディー
ス「蓬莱の
郷」地域活性
化隊

一関市

　地区民、特に高齢者が気軽に集い、語り合い、お茶
のみできる施設を開放し、のんびりできる場所を作る
もの。また、福島原発事故のセシウム等の汚染による
風評被害から地域農産物の販売はまだ苦慮している中
にあり、新しい地域ブランドの開発に向けた施設を開
所するもの。

557

2,749

３　合計 単位：千円

募集回数 件数
交付決定・補

助申請額

一次募集 8 6,265

冬季活動支援 4 2,749

合計 12 9,014

補助金申請
額（千円）

事業概要（申請書様式第１号から移記）
※一部、事務局で修正していること

合計　４件

番号
事業名

※実質的に昨年度からの
継続事業は網かけ

応募者
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